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⻑周期地震動について
●新宿の29階建高層ビル

2F

24F
●高層ビルにいた人の体験談

とにかく横揺れがひどく、⾏ったり来たり、とにかく横揺れがひどく、⾏ったり来たり、
海の中で揺れている感じがした。

大きな横揺れが続いて、すごく怖かった。
ビルが倒れるかと思った。

震度4でも全く違う揺れだった。
ビル全体がすごく揺れて気持ち悪くなった。

スライド式書架がぶつかる音
が響いて、怖くて目をつぶっていた。

・東北地⽅太平洋沖地震時における⻑周期地震動による揺れの実態
調査を⾏った結果東京や大阪のビルで このような体験をした⽅が多数

・発表された震度ではイメージしにくい揺れ

2011年東北地⽅太平洋沖地震における
東京都内の高層ビル内の様子
（工学院大学提供）

コピー機が移動コピー機が移動した。
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⻑周期地震動階級について
○気象庁では、平成23年度以降、有識者による検討会を開催し、⻑周期地震動に関

する情報のあり⽅について検討を進めてきた。
○平成25年3月に震度では表現できない⻑周期地震動による揺れに対する指標として

⻑周期地震動階級を定めた。
⻑周期地震動階級関連解説表

⻑周期地震動階級と人の体感・⾏動、室内の状況等の関連
※建物の構造等によって揺れ⽅は異なるので、対象となる14〜15階以上の高さの全てのビルでこのような揺れになるというわけではないことに注意

※14,15階建て以上の建物
（の高層階）において、地震時
に室内で⽣じた人の⾏動難度や什器
の移動・転倒状況、内装材の破損等
の状況の聞き取り、アンケート調査な
どの結果から4つの区分に分けている。

各⻑周期地震動階級に対
する簡易な現象表現

階級１ やや大きな揺れ
階級２ 大きな揺れ
階級３ 非常に大きな揺れ
階級４ 極めて大きな揺れ



〇⻑周期地震動に関する予測情報（緊急地震速報の改善）
• これまでの緊急地震速報は、下記のとおり震度の予想によって発表していました。
• 今後は発表条件に⻑周期地震動階級の予測値を追加して提供することとし、⻑周期地震動階級３以上

を予測した場合でも、緊急地震速報（警報）※を発表します。
※緊急地震速報（予報）の発表条件には、⻑周期地震動階級１以上を予測した場合を追加します。

○運用開始日 ︓ 令和５年２⽉１日
○緊急地震速報（警報）の発表条件 ⾚字︓変更点

〇⻑周期地震動に関する観測情報
• 高層ビル等で被害をもたらす⻑周期地震動への対応として、
「⻑周期地震動階級」をお知らせする
「⻑周期地震動に関する観測情報」を気象庁HPで提供中です。

• 令和５年２月１日からはオンラインによる配信を開始し、
現在、地震発⽣から20〜30分程度で提供しているものを、
今後は10分程度に迅速化し提供する予定です。

• 高層ビルの管理などにご利⽤ください。 リニューアル後の⻑周期地震動観測情報ページ

発表条件
震度５弱以上を予想した場合

＋（または）
長周期地震動階級３以上を予想した場合

対象地域
震度４以上を予想した地域

＋（または）
長周期地震動階級３以上を予想した地域

緊急地震速報を⾒聞きしたら、これまで通り⾝を守る⾏動をとってください。

別紙

〇⻑周期地震動の基準で発表される緊急地震速報の例
（平成23年(2011年)東北地⽅太平洋沖地震）

大阪府南部に
追加で発表

⻑周期地震動に関する情報の提供
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北海道・三陸沖後発地震注意情報（令和４年12⽉16日運用開始）
〇日本海溝・千島海溝沿いの領域では、Mw７クラスの地震が発⽣した後に、更に大きなMw８クラス以上の大規模な地震が

発⽣した事例なども確認されており、今後も同様の事象が発⽣する可能性があります。
〇巨大地震が発⽣した際の甚大な被害を少しでも軽減するため、日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震の想定震源域とその周

辺でMw７以上の地震が発⽣した場合には、気象庁は北海道・三陸沖後発地震注意情報を発信し、大地震の発⽣可
能性が平時よりも相対的に高まっているとして、後発地震への注意を促すこととなりました。

情報発表時に防災対応を取るべきエリア

北海道・三陸沖後発地震注意情報について

過去の後発巨大地震の発⽣事例

内閣府HP 北海道・三陸沖後発地震注意情報の解説ページより 5



北海道・三陸沖後発地震注意情報の発信基準と情報発信の流れ
〇日本海溝・千島海溝沿いの領域で規模の大きな地震が発⽣すると、その地震の影響を受けて新たな大規模地震が発⽣する

可能性が相対的に高まると考えられています。このため、北海道の根室沖から東北地⽅の三陸沖の巨大地震の想定震源
域及び想定震源域に影響を与える外側のエリアでMw7.0以上の地震が発⽣した場合に、北海道・三陸沖後発
地震注意情報を発信します。

北海道・三陸沖後発地震注意情報について

気象庁HP 「北海道・三陸沖後発地震注意情報」について より

巨大地震の想定震源域と想定震源域に影響
を与える外側のエリア

〇気象庁において⼀定精度のMwを推定（地震発⽣後15分〜２時間程度）し、北海道・三陸沖後発地震注意情報の発
信基準を満たす先発地震であると判断でき次第、内閣府・気象庁合同記者会⾒が開かれる。合同記者会⾒では、気象庁
から「北海道・三陸沖後発地震注意情報の発信と解説」が⾏われ、その後に内閣府から「当該情報を受けてとるべき防災対応
の呼びかけ」が⾏われます。

情報発信の流れのイメージ（⼀例）
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北海道・三陸沖後発地震注意情報について

内閣府 北海道・三陸沖後発地震注意情報防災対応ガイドライン より 7



土砂災害

雨量

今後の雨（降水ナウキャスト・降水短時間予報）

傾斜、地質、都市化率等も考慮して危険度を算出

土砂キキクル
大雨警報（土砂災害）の危険度分布

浸水害
浸水キキクル

大雨警報（浸水害）の危険度分布

洪水害
洪水キキクル
洪水警報の危険度分布

大⾬の降っている場所は
気象レーダーで把握可能

（しかし、災害の発⽣する場所・
時間とは、必ずしも⼀致しない）

災害危険度の高
まりを視覚的に確
認できるよう危険
度分布を提供

高
危
険
度

低
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キキクルについて 〜⾬量の予報を災害の予報（危険度）に翻訳〜

［メッシュ表示］



キキクル（危険度分布）の変更の概要

色とその意味 表示条件

⿊︓災害切迫 ↓基準Ⅳ︓大⾬特別警報の指標に⽤いる基準 実況で基準Ⅳに到達した場合

紫︓危険 ↑基準Ⅲ︓土砂災害警戒情報の基準又は警報基準を大きく超過した基準 実況又は予想※で基準Ⅲに到達する場合

⾚︓警戒 ↑基準Ⅱ︓警報基準 実況又は予想※で基準Ⅱに到達する場合

⻩︓注意 ↑基準Ⅰ︓注意報基準 実況又は予想※で基準Ⅰに到達する場合

－︓今後の情報に留意 実況かつ予想※で基準Ⅰ未満の場合
※ 土砂災害は2時間先、浸水害は1時間先、洪水は3時間先までの予測を用いている。

改
善
前

改
善
後

 土砂キキクル

今後の情報等に留意

極めて危険
非常に危険【警戒レベル４相当】
警戒 【警戒レベル３相当】
注意 【警戒レベル２相当】

 浸水キキク
ル

今後の情報等に留意

極めて危険
非常に危険
警戒
注意

 洪水キキクル 極めて危険
非常に危険【警戒レベル４相当】
警戒 【警戒レベル３相当】
注意 【警戒レベル２相当】
今後の情報等に留意

 土砂キキク
ル

今後の情報等に留意

災害切迫 【警戒レベル５相当】
危険 【警戒レベル４相当】
警戒 【警戒レベル３相当】
注意 【警戒レベル２相当】

 浸水キキク
ル

今後の情報等に留意

災害切迫 【警戒レベル５相当】
危険
警戒
注意

 洪水キキク
ル

災害切迫 【警戒レベル５相当】
危険 【警戒レベル４相当】
警戒 【警戒レベル３相当】
注意 【警戒レベル２相当】
今後の情報等に留意

 警戒レベルとの齟齬を解消し、警戒レベル相当情報としてより分かりやすく危険度を伝えることができるように。

令和４年
６月30日実施
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※危険度はイメージ

洪⽔に関する危険度情報の⼀体的発信

⾃治体・住⺠が
それぞれの詳細なリスク情報を
洪⽔キキクルページ（気象庁HP）

でワンストップで確認可能に
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「国管理河川の洪水の危険度分布※」
（水害リスクライン）

※大河川のきめ細かな越水・溢水の危険度を伝える

「洪水警報の危険度分布※」
（洪水キキクル）

※中小河川の洪水危険度を伝える

令和５年
2⽉中16日

運⽤開始予定

国管理河川の詳細
な予測情報は水害
リスクラインで提供。



洪⽔に関する危険度情報の⼀体的発信

11指定河川洪⽔予報

指定河川洪⽔予報

⽔害リスクライン

⽔害リスクライン

⽔害リスクライン

⽔害リスクライン

 拡大時︓ 「水害リスクライン」の詳細な危険度を表⽰
 縮小時︓ これまで通り「指定河川洪水予報の発表状況」を表⽰

閲覧画面のイメージ
表⽰画⾯を拡大することにより、詳細な危険度の閲覧が可能。

※ 県の指定河川洪水予報区域︓
拡大時もこれまで通り「指定河川洪水予報の発表状況」を表⽰

※ ⼀定時間以上水害リスクラインが遅延した場合（障害等含む）︓
拡大時も「指定河川洪水予報の発表状況」を表⽰

拡
大

縮
小



○○では、線状降水帯による非常に激しい⾬が同じ場
所で降り続いています。命に危険が及ぶ土砂災害や洪
水による災害発⽣の危険度が急激に高まっています。

大⾬災害発⽣の危
険度が急激に高まっ
ている線状降水帯
の⾬域

「線状降水帯」というキーワードを使った気象情報 「⾬雲の動き」等に線状降水帯を楕円で表⽰

顕著な大⾬に関する〇〇県（地方・全般）気象情報

※ 気象庁HP
「⾬雲の動き」の例
「今後の⾬」でも提供

• 府県気象情報、地⽅気象情報、全般気象情報の同時発表です
• 「○○では」は府県気象情報では⼀次細分区域、地⽅・全般気象情報

では府県予報区です。⻑野県は「北部」「中部」「南部」。
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線状降⽔帯がもたらす顕著な大⾬への注意喚起について

線状降⽔帯とは
次々と発⽣する発達した⾬雲（積乱雲）が列をなした、組織化した積乱雲群によって、数時間にわたってほぼ同じ場所を通過または停滞するこ
とで作り出される、線状に伸びる⻑さ50〜300km程度、幅20〜50km程度の強い降水をともなう⾬域を線状降水帯といいます。

令和３年
６月17日〜



「令和５年度気象庁概算要求概要」より

線状降⽔帯の予測について

13




